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1 人 1日

3L
水道の災害対策
と家庭での備え
をチェック➡

もし水が止まったら。
災害に備える、羽島の水道。
大規模な災害では、水道が使えなくなることがあります。
水の備蓄と、給水を受ける準備を家庭でも。
10月2日、中部地方の自治体などが参加する日本水道協会中部地方支部合同防災訓練が、羽島市を会場に行われました。
応急給水訓練では、仮設タンクから給水袋への給水手順を確認しました。



歳　入
291億7,902万円

歳　出
276億8,845万円

7年度　羽島市一般会計決算

民生費
116億2,399万円

42.0％

市税
99億3,963万円
      34.1％

自主財源
46.4％

依存財源
53.6％

繰越金
13億3,279万円
4.6％

寄附金
6億5,619万円 2.2％

分担金・負担金
3億4,404万円 1.2％

その他
7億7,833万円
2.7％

地方交付税
42億3,659万円
14.5％

地方消費税交付金
17億8,288万円　6.1％

総務費
40億1,951万円
14.5％

教育費
25億8,994万円

9.4％

公債費
20億9,850万円

7.6％

消防費
10億8,382万円　3.9％

農林水産業費
3億7,691万円
1.4％ その他

3億3,352万円
1.2％

市債
13億8,230万円

4.7％

県支出金
22億2,684万円

7.6％

国庫支出金
52億5,400万円
18.0％

歳出歳 入

土木費
21億2,127万円

7.7％

その他
6億8,222万円
2.4％

衛生費
34億4,099万円
12.4％

繰入金
5億6,591万円 1.9％

　
一 

般 

会 

計

　
　
　

歳  

入

　
歳
入
の
決
算
額
は
２
９
１
億
７

９
０
２
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

て
３
億
９
０
２
万
円
、約
１・０
％

減
少
し
ま
し
た
。

　
歳
入
に
は
、
地
方
公
共
団
体
が

自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
市
税
や
手
数
料
な
ど
の
自
主
財

源
と
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

依
存
財
源
が
あ
り
ま
す
。
自
主
財

源
が
多
い
ほ
ど
、
行
政
活
動
の
自

主
性
と
安
定
性
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
７
年
度
の
歳
入
決
算
額
に
占
め

る
自
主
財
源
の
割
合
は
、
前
年
度

よ
り
３
・
１
ポ
イ
ン
ト
低
い
46
・

４
％
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

繰
入
金
の
減
少
に
よ
る
も
の
で

す
。

　
　
　

歳  
出

　
歳
出
の
決
算
額
は
２
７
６
億
８

８
４
５
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

て
４
億
６
６
７
９
万
円
、１・７
％

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
内
訳
は
、
医
療
・
福
祉
に
係
る

給
付
等
の
民
生
費
が
42
・
０
％
と

最
も
比
率
が
高
く
、
約
１
１
６
億

円
を
支
出
し
て
い
ま
す
。
次
い
で

財
産
管
理
や
電
算
管
理
に
係
る
経

費
等
の
総
務
費
が
14
・
５
％
、
ご

み
処
理
や
し
尿
処
理
に
係
る
経
費

等
の
衛
生
費
が
12
・
４
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
民
生
費
は
物
価
高
対
応
子
育
て

応
援
手
当
支
給
事
業
の
実
施
等
に

よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
５
億
１

２
８
７
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
借
金
の
返
済
額
で
あ
る
公
債
費

は
、
前
年
度
と
比
べ
て
３
３
０
４

万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

市
民
１
人
当
た
り
の
負
担

　
市
民
１
人
当
た
り
の
市
税
の
負

担
は
15
万
１
０
４
９
円
で
し
た
。

前
年
度
と
比
べ
て
８
８
２
８
円
の

負
担
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
債
残
高
の
状
況

　
一
般
会
計
決
算
で
の
市
債
残
高

（
借
金
の
残
高
）
は
、
約
１
８
０

億
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
約
６

億
円
減
少
し
ま
し
た
。
今
後
も
計

画
的
に
市
債
残
高
の
減
少
に
努
め

ま
す
。

経
常
収
支
比
率
（
一
般
会
計
）

　
経
常
収
支
比
率
は
、
前
年
度
よ

り
0
・
7
ポ
イ
ン
ト
低
い
98
・

4
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
経
常
収
支
比
率
と
は
、
市
税
や
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令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
が
市
議
会

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
状
況
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
財
務
課
（
内
線
２
４
９
１
）

歳
入
歳
出　
減
少
す
る
も

医
療
・
福
祉
の
給
付
等
増
加

会計別 歳入（収入済額） 歳出（支出済額）

一般会計 291 億 7,902 万円 276 億 8,845 万円

特
別
会
計

国民健康保険 70 億 206 万円 61 億 7,847 万円
介護保険 68 億 9,179 万円 67 億 4,830 万円
羽島市・羽島郡二町
介護認定審査会事業 3,092 万円 3,092 万円

後期高齢者医療 11 億 6,704 万円 11 億 3,175 万円

企
業
会
計

病院事業
収益的収支 52 億 8,457 万円 60 億 6,191 万円

資本的収支 4 億 5,247 万円 6 億 8,974 万円

水道事業
収益的収支 8 億 8,071 万円 7 億 3,308 万円
資本的収支 8,923 万円 5 億 486 万円

下水道事業
収益的収支 15 億 489 万円 14 億 1,137 万円
資本的収支 19 億 7,428 万円 25 億 3,865 万円

 会計別歳入歳出決算

市債残高 ( 一般会計 )（億円）経常収支比率（一般会計）（ % ）

87.5

95.7 99.1 98.4

※四捨五入により、積み上げと合計が一致しない場合があります。

180億円
95.2
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（万円） （億円）
■  歳入  ■  歳出

13万3,366円13万3,366円

14万512円14万512円
14万3,639円14万3,639円

14万2,221円14万2,221円

市民 1 人当たりの市税負担額

276億276億
8,845万円8,845万円

291億291億
7,902万円7,902万円

一般会計

248億248億
4,196万円4,196万円

281億281億
5,524万円5,524万円

290億290億
9,959万円9,959万円

294億294億
8,804万円8,804万円262億

6,767万円

277億277億
5,835万円5,835万円

249億249億
6,407万円6,407万円

261億
2,454万円

7 年度決算

215億円
204億円

172億円 171億円 170億円

183億円

197億円 193億円
187億円

地
方
交
付
税
な
ど
の
経
常
的
な
収

入
に
対
し
、
人
件
費
や
扶
助
費
な

ど
の
経
常
的
な
支
出
が
占
め
る
割

合
の
こ
と
で
、
割
合
が
低
い
ほ
ど

財
政
の
弾
力
性
が
あ
り
、
自
治
体

独
自
の
施
策
に
充
て
る
財
源
が
多

く
な
る
と
言
え
ま
す
。

　

特 

別 

会 

計

　
特
別
会
計
の
う
ち
、
国
民
健
康

保
険
は
保
険
給
付
費
の
減
な
ど
に

よ
り
、
歳
出
が
前
年
度
に
比
べ

て
２
億
３
７
２
２
万
円
（
３
・

７
％
）
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、

介
護
保
険
は
、
介
護
給
付
費
の
増

な
ど
か
ら
、
前
年
度
よ
り
歳
出
が

５
億
６
２
７
万
円
（
８
・
１
％
）

増
加
し
ま
し
た
。

　
企 

業 

会 

計

　
独
立
採
算
が
原
則
と
な
る
企
業

会
計
に
は
、
病
院
事
業
、
水
道
事

業
お
よ
び
下
水
道
事
業
が
あ
り
ま

す
。

　
病
院
事
業
は
、
人
員
の
適
正
化

な
ど
に
努
め
て
い
る
も
の
の
、
診

療
に
よ
る
収
入
が
減
少
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
７
億
７
８
２
１
万

円
の
純
損
失
計
上
と
な
り
ま
し

た
。

15万1,049円15万1,049円
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市
町
村
な
ど
の
財
政
破
綻
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
財
政
の
健
全
性

に
関
す
る
比
率
の
審
査
と
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
四
つ

の
健
全
化
指
標
の
一
つ
で
も
基
準

を
超
え
る
と
、
健
全
化
計
画
の
策

定
や
外
部
監
査
を
義
務
付
け
る

「
財
政
の
早
期
健
全
化
団
体
」
に

移
行
し
、
さ
ら
に
悪
化
す
る
と
破

綻
状
態
の
「
財
政
の
再
生
団
体
」

と
な
り
、
事
実
上
国
の
管
理
下
と

な
り
ま
す
。

7
年
度
算
定
結
果

　
今
回
の
健
全
化
判
断
比
率
お
よ

び
資
金
不
足
比
率
は
、
下
表
の
と

お
り
基
準
を
全
て
下
回
っ
て
お
り
、

当
市
の
財
政
状
況
は
健
全
段
階
で

あ
る
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
経
費
の
削
減
、
計
画

的
な
借
り
入
れ
等
に
努
め
、
財
政

の
健
全
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
財
務
課
（
内
線

２
４
９
１
）

■
健
全
化
判
断
比
率
と
は

　
①
実
質
赤
字
比
率
②
連
結
実
質

赤
字
比
率
③
実
質
公
債
費
比
率
④

将
来
負
担
比
率
の
四
つ
の
財
政
指

標
の
総
称
で
、
標
準
的
な
財
政
規

模
に
対
す
る
割
合
を
示
し
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率
＝
一
般
会
計
等

の
実
質
的
な
収
支
の
赤
字
額
の
割

合②
連
結
実
質
赤
字
比
率
＝
一
般
会

計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
実

質
的
な
収
支
の
赤
字
額
の
割
合

③
実
質
公
債
費
比
率
＝
一
般
会
計

が
負
担
す
る
公
債
費
（
借
金
の
返

済
額
）
や
、
企
業
会
計
等
の
公
債

費
に
充
て
る
た
め
の
繰
出
金
等
の

割
合

④
将
来
負
担
比
率
＝
地
方
債
残
高

（
借
金
の
残
高
）
な
ど
将
来
負
担

す
べ
き
実
質
的
な
負
債
額
の
割
合

■
資
金
不
足
比
率
と
は

　
公
営
企
業
ご
と
に
資
金
の
不
足

状
況
を
算
定
す
る
も
の
で
、
こ
の

比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
経
営
状
況

に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

⑤
資
金
不
足
比
率
＝
資
金
不
足
額

の
事
業
の
規
模
に
対
す
る
割
合

健
全
化
指
標
全
て　
基
準
値
ク
リ
ア

羽島市 早期健全化基準 財政再生基準
①実質赤字比率 　－※1 12.76％ 20％
②連結実質赤字比率 　－※1 17.76％ 30％
③実質公債費比率 7.3％ 25.0％ 35％
④将来負担比率 　－※2 350.0％

羽島市 経営健全化基準
⑤資金不足比率 　－※3 20％

健全化判断比率・資金不足比率の状況（令和 7 年度）

※ �1 赤字額がないため、「－」で表示しています。
※ 2将来負担比率が算定されないため、「－」で表示しています。
※ 3資金不足額がないため、「－」で表示しています。

用
語
説
明

ID
1532

入選は次の皆さんです。（敬称略）
石垣結奏（中央小1）	 大野詩愛里（竹鼻小1）	 高木千夏（福寿小3）	 馬場依子（竹鼻小4）
野口珠里（正木小4）	 塚田希友（中央小5）	 尾﨑美月（中央小5）	 小川稜太（竹鼻小6）

　
　
　
　
　

申
し
込
み
方
法

　
　
　
　
　
　
令
和
９
年
度
の
保

　
　
　
　
　
育
園
と
認
定
こ
ど
も

　
　
　
　
　
園
の
新
入
園
児
の
入

　
　
　
　
　
園
受
け
付
け
を
行
い

　
　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
申
込
書
等
は
各
保

　
　
　
　
　
育
園
、
認
定
こ
ど
も

　
　
　
　
　
園
、
子
育
て
・
健
幸

　
　
　
　
　
課
（
本
庁
舎
1
階
）

　
　
　
　
　
窓
口
で
配
布
し
て
い

　
　
　
　
　
ま
す
。
必
要
事
項
を

　
　
　
　
　
記
入
後
、
受
付
日
に

　
　
　
　
　
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
詳
し
く
は
、
希
望

　
　
　
　
　
す
る
保
育
園
、
認
定

　
　
　
　
　
こ
ど
も
園
ま
た
は
子

　
　
　
　
　
育
て
・
健
幸
課
（
内

　
　
　
　
　
線
２
５
２
３
）
へ
お

　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
　
　
　
　
い
。

※
一
次
募
集
で
定
員
に
満
た
な
い

園
の
み
二
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

二
次
募
集
の
開
始
時
期
は
、
後
日

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

必
要
書
類

①
教
育
・
保
育
給
付
認
定
申
請
書

②
保
育
所
等
入
所
申
込
書
③
就
労

証
明
書
ま
た
は
家
族
状
況
申
立
書

④
個
人
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

⑤
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

等
）

※
①
・
②
は
、
児
童
１
人
に
つ
き

１
枚
必
要
で
す
。
教
育
認
定
（
１

号
）
希
望
の
人
は
②
・
③
は
不
要

で
す
。

※
左
表
の
日
程
に
提
出
で
き
な
い

場
合
は
、
11
月
２
日
か
ら
11
月
30

日
ま
で
に
子
育
て
・

健
幸
課
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

        保育園・保育園・
    認定こども園    認定こども園 新入園児を受付施設名 受付日 時間

足近保育園
☎ (391)2272 11月13日(金)

午
後
１
時
30
分
～
３
時

小熊保育園
☎ (391)5012 11月19日(木)

竹鼻保育園
☎ (392)2378 11月10日(火)

江吉良保育園
☎ (391)5645 11 月 9 日 (月)

堀津保育園
☎ (398)6103 11月20日(金)

中島保育園
☎ (398)6855 11月24日(火)

まさきこども園
☎ (391)4319 11 月 5 日 (木)

ひかり泉こども園
☎ (391)3852 11 月 4 日 (水)

福寿こども園
☎ (391)5532 11月16日(月)

桜花こども園
☎ (391)4715 11月17日(火)

くわばらこども園
☎ (398)8237 11月26日(木) ID

2024

羽
島
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

友
だ
ち
追
加
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

手づくり絵本コンクール

金賞金賞に深
ふか が い

貝彩
あ や か

華さん
コンクールに応募があった 84点の作品のうち、
6点が入賞作品、8点が入選作品に選ばれまし
た。入賞作品と入選者をご紹介します。

山海小学校のみんなの夢
深貝 彩華さん
（中央小6）

自分の将来を見つめ、未来について考えて
いく、成長を描いた物語です。

たんさんの
タンさん

尾﨑 勇介さん
（中央小2）

ぴょん！ぴょん！
ぴょん！さくらんぼ

前畑 朱里さん
（中央小2）

もずきち先生
浅野 智恵さん
（竹鼻中3）

とびだすえほん
なんかようかい？

宮田 幸歩さん
（中央小3）

おそうじ
忍者くん

谷口 怜さん
鍔田 大知さん
（中央小5）

ID
4971
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大野壯真さんの作品糟谷あかりさんの作品

火災予防の意識を高めてもらうため、市内小・中学校、
義務教育学校、特別支援学校から募集した火災予防ポス
ターに127点の応募がありました。
入賞作品は 11月 6日から 16日まで市役所で展示され
ます。入賞者は次の皆さんです。（敬称略）

最優秀賞に 
糟
か す や

谷あかりさん

 大
お お の

野壯
そ う ま

真さん

火災予防ポスター

最優秀賞＝糟谷あかり（羽島中3）、大野壯真（中島中1）
優秀賞＝小野島柚季（足近小４）、中間楓鈴（正木小６）
優良賞＝藤本梨理亜（竹鼻中２）、加藤陽大（中島小５）

火気の取り扱い ご注意ください！
11 月から暖房器具を使用する機会が多くなり、火災が
発生しやすくなります。
火災予防のポイント
・たき火は行わない。	 ・感震ブレーカーを設置する。
・�寝たばこ・たばこの投げ捨てをしない。
・�ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
・��住宅用火災警報器を点検し、10年を目安に交換する。
・�こんろ使用中はその場を離れない。
・�ガソリン・軽油・灯油の取り扱いに注意する。

ID
6991

消
防
署
・
団　

合
同
訓
練

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�　
羽
島
消
防
署
と

市
消
防
団
は
、
日

頃
の
活
動
成
果
を

確
認
し
、
災
害
時

の
連
携
を
さ
ら
に

強
化
す
る
た
め
、

特
別
点
検
と
火
災

防
ぎ
ょ
訓
練
を
合

同
で
実
施
し
ま

す
。

　
特
別
点
検
で
は
、
服
装
や
手
帳
、
機
械

器
具
の
点
検
を
行
う
ほ
か
、
消
防
団
ら
っ

ぱ
隊
が
演
奏
を
披
露
し
ま
す
。

　
訓
練
で
は
、
消
防
署
と
消
防
団
が
連
携

し
て
迅
速
な
消
火
活
動
を
行
う
ほ
か
、
岐

阜
県
防
災
航
空
隊
と
連
携
し
、
大
規
模
火

災
を
想
定
し
た
消
火
バ
ケ
ツ
へ
の
補
水
訓

練
も
実
施
し
ま
す
。

　
当
日
は
自
由
に
見
学
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
29
日
㈰
午
前
8
時
～
11
時

会
場　
長
良
川
羽
島
防
災
船
着
場

問
い
合
わ
せ
先　
消
防
本
部
消
防
総
務
課

☎
（
３
９
２
）
２
６
０
１

市消防本部では、火災予防啓発を専門とする消防団員
を募集します。経験や体力にかかわらず参加でき、市民
に防火意識を広める役割を担っていただきます。
あなたの力を、羽島市の安心・安全のために
生かしてみませんか。
募集人員　若干名
採用時期　令和 9年 4月1日
応募資格　�市内に在住・在勤・在学で18歳以上（令和

9年 4月1日時点）の人
活動内容　�火災予防ポスター配布、防火教室、消防団

行事での受付案内など
報酬等　　�年報酬・出動報酬、活動服貸与、各種補償

制度あり
応募方法　�入団申込書（市HPからダウンロード可）を

消防総務課へ提出。（郵送可。当日消印有効）
申込期限　令和 9年１月31日（日）
問い合わせ先　消防本部消防総務課☎（392）2601

火災予防啓発消防団員火災予防啓発消防団員

\仲間を募集！/

ID
6983

問い合わせ先　消防本部予防課☎（392）2601
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自治功労 
選挙管理委員会委員＝近藤繁子
社会福祉功労
保護司＝浅野喜代子、柴田有三
行政相談員＝道家保義
人権擁護委員＝入山一
羽島市・羽島郡 2 町障害者自立支援認定審査会委員
＝安藤大、竹中智子
老人クラブ連合会役員＝鈴木登司雄
羽島市・羽島郡二町介護認定審査会委員
＝榊原祐輔、佐藤眞司、坂昌範、三輪浩子
保健衛生功労
学校医＝浅野英二郎
学校歯科医＝糸井川万知
教育功労
青少年育成推進員＝長谷晃、松野正治
社会教育委員＝小森博昭
スポーツ推進委員＝丹羽麻未
学校体育施設開放連絡会連絡員＝岩田幸弘、花村恭光、深貝輝明
交通安全功労
岐阜羽島地区交通安全協会羽島市 10 支部会役員
＝小川伸子、並河勘市、花村ひろ子、春木喜代美、日比野則彦
（敬称略）

市政功労者表彰 地域の発展と市民福祉の向上のた
め、長年にわたりご貢献いただいた
26人に表彰状を贈呈しました。

公園施設への寄付募集

あなたの思いが、
未来を育てる。
あなたの思いが、
未来を育てる。

市が管理する公園をより魅力的で快適な場所にする市が管理する公園をより魅力的で快適な場所にする

ため、遊具やベンチなどの公園施設への寄付を募集ため、遊具やベンチなどの公園施設への寄付を募集

します。寄付いただいた施設には、寄付者の名前とします。寄付いただいた施設には、寄付者の名前と

メッセージを記したプレートを取り付けます。メッセージを記したプレートを取り付けます。

寄付例寄付例　ベンチ（10万円程度～）、遊具（30万円程度～）、　ベンチ（10万円程度～）、遊具（30万円程度～）、
　　　　パーゴラ（200万円程度～）　　　　パーゴラ（200万円程度～）
対象対象　個人・法人・団体　個人・法人・団体
申込期限申込期限　令和9年 3月 31日（水）　令和9年 3月 31日（水）
問い合わせ先問い合わせ先　都市計画課（内線2142）　都市計画課（内線2142）

ID
6970



商品券が手元に残っている人は、令和8年 12月 31日までに使用

してください。期間を過ぎた商品券は使用できず、返金もありません。
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は
し
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愛愛

市
長
の
コ
ラ
ム

　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

の
活
用
が
、
学
校
教
育
で
進
ん
で
い
ま
す
。

６
月
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
使
用
す
る
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
正
式
な
教

科
書
と
す
る
改
正
学
校
教
育
法
が
成
立
。
２

０
３
０
年
か
ら
、
小
中
高
校
で
使
用
さ
れ
る

見
通
し
で
す
。

　

授
業
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
端
末
利
用
は
、

第
一
段
階
の
「
日
常
化
」
に
お
い
て
端
末
を

使
っ
て
み
て
、
教
師
ら
が
活
用
の
ア
イ
デ
ア

を
広
げ
る
。
第
二
段
階
で
は
端
末
を
使
い
続

け
、
紙
媒
体
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

組
み
合
わ
せ
た
効
果
的
利
用
を
追
求
し
、
デ

ジ
タ
ル
な
ら
で
は
の
利
用
方
法
を
探
る
。
第

三
段
階
で
は
、
新
た
な
学
び
の
機
会
を
探
る

た
め
児
童
生
徒
が
主
体
と
な
り
、
端
末
の
利

用
に
と
ど
ま
ら
な
い
学
習
の
あ
り
方
に
取
り

組
め
る
環
境
を
整
え
、
授
業
情
報
を
共
有
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
５
年
に
行
わ
れ
た
大
学
生
を
対
象

と
し
た
、
書
字
と
読
書
に
お
け
る
使
用
メ

デ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ふ

だ
ん
本
や
新
聞
・
雑
誌
を
読
ま
な
い
と
回
答

し
た
大
学
生
が
20
％
。
大
学
の
講
義
内
容
を

記
録
し
な
い
と
の
回
答
が
10
％
に
上
っ
た
そ

う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
「
読
ま
な
い
」「
記

録
し
な
い
」
と
回
答
し
た
大
学
生
の
高
校
卒

業
相
当
の
国
語
問
題
正
答
率
は
、
無
作
為
に

回
答
し
た
正
答
率
と
同
水
準
に
あ
り
、
文
章

内
容
が
理
解
で
き
て
い
な
い
と
い
う
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
読
解
力
低
下
の
要
因
は
、
書
籍
に
記
さ
れ

た
長
文
を
読
ん
だ
り
、
講
演
内
容
を
書
き
取

る
よ
う
な
習
慣
が
大
き
く
低
下
し
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
氾
濫
し
て

い
る
大
量
の
情
報
や
動
画
を
安
易
に
受
け
入

れ
た
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
短
絡
的
な
や
り
取
り

を
受
信
し
、
事
の
正
否
を
正
当
に
把
握
し
な

い
風
潮
が
多
世
代
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
利
点
は
、
文
字
サ
イ

ズ
を
任
意
に
変
え
ら
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
そ
の
半
面
、
紙
の
教
科
書
の
よ
う
に

個
々
の
記
述
が
一
定
の
構
成
に
よ
っ
て
ま
と

め
ら
れ
、
順
序
だ
っ
た
理
解
に
つ
な
が
る
整

理
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
に
関
し
て
は
、
文
部
科
学
省
が

２
０
２
４
年
に
利
活
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
改
定
。慎
重
な
対
応
を
求
め
な
が
ら
、

資
質
や
能
力
の
育
成
に
向
け
て
適
切
に
生
成

Ａ
Ｉ
と
向
き
合
い
、
利
活
用
で
き
る
よ
う
に

と
の
方
針
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
識
者
の
多
く
は
、
現
状
の
Ａ
Ｉ

は「
生
成
」す
る
も
の
で
は
な
く
、既
存
デ
ー

タ
を
「
合
成
」
す
る
機
能
し
か
な
い
と
断
じ

て
い
ま
す
。
利
用
者
に
共
感
性
を
示
し
、
そ

の
考
え
方
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
偏
向
性

や
先
入
観
を
助
長
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ

り
ま
す
。

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の

法
科
大
学
院
で
は
、
８
月
の
新
学
期
か
ら
単

位
取
得
の
た
め
の
論
文
課
題
や
試
験
で
の
Ａ

Ｉ
利
用
を
禁
止
。
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
論
文
の
下

書
き
や
、
そ
れ
に
伴
う
構
想
立
案
等
の
下
準

備
に
つ
い
て
も
認
め
な
い
と
公
表
し
ま
し

た
。
Ａ
Ｉ
利
用
か
ら
陥
る
弊
害
を
的
確
に
捉

え
、
諸
外
国
の
対
策
に
立
ち
遅
れ
な
い
議
論

の
迅
速
化
を
願
い
ま
す
。

第
139
回

羽
島
市
長　
松
井　

聡

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
「
学
び
」
を
考
え
る

文芸祭　入賞作品を展示
一般の部888点、小・中学生の部 1,939 点の作品から、
それぞれ23点と 18点が選ばれました。

入賞作品を展示
日時　11月 26日～ 29日　午前９時～午後５時
場所　�不二羽島文化センター　市民情報コーナー

問い合わせ先　生涯学習課（内線6134）

小・中学生の部 入賞者（敬称略）

短歌
文芸祭賞＝不破彩斗（正木小 6）優秀賞＝宮﨑心湖（中
島中2）浅井輝愛（竹鼻中2）秀作賞＝藤澤龍玖（羽島中2）
秋山椛那（足近小6）伊藤楓華（桑原学園1）
俳句
文芸祭賞＝前田凌河（正木小 4）優秀賞＝棚橋祐介（竹
鼻小5）川辺展慈（中島中3）秀作賞＝大島奈 （々中央小 1）
廣瀨小春（福寿小6）倉田桃花（竹鼻中3）
現代詩
文芸祭賞＝蜜田安莉（中央中 1）優秀賞＝熊崎友乃（羽
島中1）加藤新（堀津小1）秀作賞＝尾﨑誠太（竹鼻中1）
前野みづき（福寿小5）堀結稀（小熊小3）

文芸祭賞を紹介
短歌　不破　彩斗
水たまりのぞきこんだら空がいて
ぼくの世界が逆さにうつる

俳句　 前田　凌河
すいぞくかん小さなさかなの大きなむれ

現代詩　 蜜田　安莉
「大事なもの」
友と一緒に歩く夕暮れ時の帰り道
ふとした会話の途切れめに
もう一つの声が響いている
「サラサラサラ」
魚、水草、かに、かえる
無数の命をやどす川
私と友の影をも
新たな生命へとうつしだしていく
あぁ、友との思い出よ
川のようにサラサラと流れないで
そこに生きる命のように
いつまでもキラキラと輝いて ID

6052

　

風
土
と
歴
史
に
磨
か
れ
て
こ
そ
の
魅

力
。
瀬
戸
内
海
の
小
豆
島
を
９
月
に
初
め

て
訪
れ
「
島
旅
」
に
魅
了
さ
れ
た
。
友
人

と
の
３
人
旅
。「
良
か
っ
た
」「
ま
た
行
き

た
い
」
と
帰
り
の
船
内
で
意
気
投
合
し
た

▼
当
初
は
美
観
地
区
の
あ
る
倉
敷
の
予
定

が
、日
程
都
合
で
小
豆
島
に
。「
全
員
、行
っ

た
こ
と
が
な
い
！
」
で
決
ま
っ
た
。
姫
路

港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
向
か
う
。
レ
ン
タ

カ
ー
を
借
り
、
奇
岩
や
深
い
渓
谷
の
寒
霞

溪
、
二
十
四
の
瞳
映
画
村
、
オ
リ
ー
ブ
公

園
、
昔
な
が
ら
の
醤
油
造
り
・
醤
（
ひ
し

お
）
の
郷
や
手
延
そ
う
め
ん
館
と
２
日
間

の
急
ぎ
足
▼
賑
わ
う
都
会
の
観
光
地
に
比

べ
れ
ば
、
地
味
で
華
や
か
さ
は
な
い
が
穏

や
か
な
海
、
雄
大
な
自
然
、
映
画
の
ロ
ケ

地
、
職
人
が
築
き
上
げ
た
手
造
り
の
美
味

を
堪
能
で
き
た
。
ゆ
っ
た
り
流
れ
る
島
の

時
間
も
魅
力
だ
▼
く
に
の
ひ
か
り
を
み
る

―
こ
と
が
観
光
の
由
来
。
風
土
や
暮
ら
し

に
根
ざ
し
て
育
ま
れ
た
も
の
が
〝
光
〟
を

放
つ
。
尾
州
の
毛
織
物
や
美
濃
縞
、
美
濃

路
、
雨
乞
い
踊
り
、
竹
鼻
ま
つ
り
、
円
空

仏
等
︱
。
磨
い
て
い
き
た
い
。

水 紋
羽島にも…、あるはず

広報アドバイザー
（元中日新聞記者）

　　　　　西尾　敏正

　
10
月
1
日
か
ら
、
改
正
労
働
施
策
総
合

推
進
法
が
施
行
さ
れ
、
事
業
主
に
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
カ
ス
ハ
ラ
）
対
策

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

カ
ス
ハ
ラ
と
は

　
顧
客
や
施
設
利
用
者
な
ど
か
ら
の
言
動

の
う
ち
、
社
会
通
念
上
許
容
さ
れ
る
範
囲

を
超
え
、
働
く
人
の
就
業
環
境
を
害
す
る

も
の
で
す
。
電
話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
の
言

動
も
対
象
で
す
。

羽
島
市
役
所
で
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
平
成
25
年
か
ら
「
羽
島
市
不

当
要
求
行
為
等
対
策
条
例
」
に
基
づ
き
、

不
当
な
要
求
や
暴
力
的
な
行
為
に
対
応
し

て
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
法
律
の
施
行
に
合
わ
せ
て
条
例

を
改
正
し
、「
羽
島
市
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
等
対
策
条
例
」
と
し
て
、
カ
ス

ハ
ラ
を
含
む
対
策
を
強
化
し
ま
し
た
。

　
職
員
一
人
に
任
せ
ず
、
相
談
・
報
告
体

制
や
職
員
保
護
の
仕
組
み
を
整
え
、
悪
質

な
事
案
に
は
組
織
で
対
応
し
ま
す
。

　
窓
口
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
も
刷
新
し
、
法

律
の
施
行
や
条
例
改
正
、
カ
ス
ハ
ラ
に
当

た
り
得
る
言
動
を
分
か
り
や
す
く
お
知
ら

せ
し
、
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
正
当
な
意
見
や
要
望
、
法
令
に
基
づ
く

申
請
は
、カ
ス
ハ
ラ
に
は
当
た
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
丁
寧
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

カ
ス
ハ
ラ
対
策
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

・
暴
行
、
傷
害

・�

脅
迫
、
暴
言
、
威
圧
的
な
言

動
・�

長
時
間
の
拘
束
や
繰
り
返
し

の
要
求

・�

業
務
に
支
障
を
及
ぼ
す
大
声

や
乱
暴
な
言
動

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
の
誹
謗
中
傷

カスハラに
該当する言動

郵便局から市へ返送された商品券は、

市役所でお受け取りいただけます。

受け取り方法や必要書類など、

詳しくは2次元コードから

ご確認ください。

まだ受け取って

いない人へ

問い合わせ先　商工観光課（内線2612）

ID
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市内の取扱店でのみ

使用できます

取扱店一覧は 2 次

元コードからご確認

ください。

使用期間は

12月31日まで

ID
6996

都市計画変更案の縦覧

羽島都市計画の「都市計画区
域マスタープラン」と「区域
区分」の変更案を縦覧できま
す。関係市町の住民や利害関
係人は、期間中に県へ意見書
を提出できます。

縦覧期間　11月 2日～ 16日
　　　　　（開庁時間内）

縦覧場所
県都市政策課（岐阜県庁内）
市都市計画課（羽島市役所）
※意見書の様式は、縦覧場所
や県都市政策課ウェブサイト
（2次元コード）
で入手できます。

問い合わせ先
県都市政策課☎（272）8648
都市計画課（内線2133）



　
11
月
12
日
か
ら
25
日
は
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
の
期
間
で
す
。 

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
は
、
女
性
の
人
権
を

大
き
く
侵
害
す
る
も
の
で
す
。
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
子
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
内
線
２
５
２
４
）、

県
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
専
用
電

話
☎
（
２
１
３
）
２
１
３
１
、
Ｄ
Ｖ
相
談

ナ
ビ
☎
＃
８
０
０
８

　
「
特
別
徴
収
」
と
は
、
事
業
者
が
従
業

員
の
毎
月
の
給
与
か
ら
住
民
税
を
天
引
き

し
、
市
に
納
め
る
制
度
で
す
。

　
所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
て
い
る
事
業
者

は
、
地
方
税
法
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
従

業
員
の
住
民
税
を
特
別
徴
収
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト

・�

従
業
員
が
金
融
機
関
な
ど
に
出
向
い
て

納
税
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

・�

普
通
徴
収
で
は
年
4
回
の
納
期
で
す

が
、
特
別
徴
収
で
は
年
12
回
に
分
け
て

給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
た
め
、
1
回

当
た
り
の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

・�

所
得
税
の
よ
う
に
、
事
業
者
が
税
額
を

計
算
し
た
り
、
年
末
調
整
を
行
っ
た
り

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
額
は
市

が
計
算
し
、
事
業
者
へ
通
知
し
ま
す
。

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
が
あ
る
事
業

者
は
、
原
則
と
し
て
住
民
税
の
特
別
徴
収

義
務
者
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
す
。

　
特
別
徴
収
は
法
律
で
定
め
ら
れ
た
義
務

で
す
。
制
度
を
ご
理
解
の
う
え
、
適
切
な

実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
（
内
線
２
２
３

７
）

　
水
道
の
水
漏
れ
や
鍵
の
紛
失
な
ど
、
緊

急
を
要
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
際
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
、
上
位
に
表
示

さ
れ
た
業
者
に
対
応
を
依
頼
す
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
適
正
な
料
金
で
適
切
に
対
応
し
て
も
ら

え
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
水
漏
れ

が
直
ら
な
い
」「
高
額
な
料
金
を
請
求
さ

れ
た
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場

合
は
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
な
ど
に

表
示
さ
れ
た
料
金
と
実
際
の
請
求
額
が
大

き
く
異
な
る
場
合
や
、
見
積
も
り
の
た
め

に
呼
ん
だ
業
者
と
そ
の
場
で
契
約
し
た
場

合
な
ど
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
総
合
相
談
室
（
内

線
２
５
３
３
）

　
（
一
財
）

自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
行

う
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広

報
事
業
の
助

成
を
受
け
、

羽
島
市
下
中

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

振
興
会
が
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
一
式
等
を

整
備
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
協
働
課
（
内
線
２

３
１
４
）

　
物
価
や
人
件
費
の
高
騰
に
よ
る
維
持
管

理
費
の
増
加
に
伴
い
、
12
月
1
日
か
ら
羽

島
市
駅
北
駐
車
場
・
駅
南
駐
車
場
の
駐
車

料
金
を
改
定
し
ま
す
。

改
定
後
の
料
金　
1
台
30
分
ご
と
に
２
０

０
円
※
最
初
の
30
分
は
無
料

　
ま
た
、
駅
北
駐
車
場
で
は
、
12
月
1
日

か
ら
現
金
に
加
え
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

や
電
子
マ
ネ
ー
で
の
支
払
い
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
コ
ー
ド
決
済
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

　
駅
南
駐
車
場
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
現

金
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
土
木
監
理
課
（
内
線
２

１
１
４
）

　
令
和
９
・
10
・
11
年
度
の
物
品
購
入
・

役
務
提
供
な
ど
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
人
は
、
登
録
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
管

財
課
で
も
配
布
し
ま
す
。

郵
送
受
付
期
間　
11
月
６
日
～
12
月
21
日

（
当
日
消
印
有
効
）

窓
口
受
付
期
間　
12
月
１
日
～
21
日
（
閉

庁
日
を
除
く
）

窓
口
受
付
時
間　
午
前
９
時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
午
後
４
時

受
付
場
所　
羽
島
市
役
所
３
階
入
札
室

問
い
合
わ
せ
先　
管
財
課
（
内
線
２
１
０

２
）

　
11
月
は
、
水
利
地
益
税
、
国
民
健
康
保

険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付

月
で
す
。
納
付
期
限
は
、
11
月
30
日
㈪
で

す
。

水
漏
れ
や
鍵
の
ト
ラ
ブ
ル

業
者
選
び
は
慎
重
に
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
・
市
県

民
税
の
申
告
で
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
控
除
の
対
象
は
、

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
納
付
し
た
保
険
料
で
す
。
配
偶
者
や
家

族
が
負
担
す
べ
き
保
険
料
を
申
告
者
本
人

が
支
払
っ
た
場
合
も
控
除
で
き
ま
す
。

　
令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
に
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
が
10
月
下
旬
～
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調

整
や
確
定
申
告
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
人
に
は
、
令
和
９
年
２
月
上
旬
に
送

付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
を
利
用
し
、
電
子
送
付
の
希
望

登
録
を
す
る
と
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の「
お

知
ら
せ
」
で
電
子
デ
ー
タ
を
受
け
取
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
岐
阜
南
年
金
事
務
所
☎

（
２
７
３
）
６
１
６
１

　
は
し
ま
電
子
図
書
館
は
、
ス
マ
ホ
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
読
書
を
楽
し
め
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
羽
島
市
在
住・在
勤・在
学
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
利
用
者
カ
ー
ド
と
パ
ス
ワ
ー

ド
を
設
定
済
み
の
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

図
書
館
☎
（
３
９
２
）

２
２
７
０

　
11
月
は
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
児
童
虐
待

防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
期
間
で
す
。 

　
虐
待
は
、
社
会
全
体
で
考
え
、
解
決
し

て
い
く
べ
き
問
題
で
す
。
地
域
で
子
ど
も

や
保
護
者
を
見
守
り
、
虐
待
の
な
い
社
会

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
虐
待
を
受
け
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
子
ど
も
を
見
か
け
た
と

き
や
、出
産
や
子
育
て
で
悩
ん
だ
と
き
は
、

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
や
児
童
相
談
所
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
先　
子
育
て
・
健
幸
課
子
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
（
内
線
２
５
２
４
）、
県
中
央

子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
（
２
０
１
）
２

１
１
１
、
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル
（
24
時
間
対
応
）
☎
１
８
９

　

国
税
庁
で
は
、
租
税
の
意
義
や
役
割
、

税
務
行
政
に
対
す
る
知
識
と
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
11
月
11
日
か
ら

17
日
ま
で
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
岐
阜
南
税
務
署
☎
（
２

７
１
）
７
１
１
１

　

市
で
は
、
政
策
や
方
針
を
決
め
る
過

程
に
女
性
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

「
女
性
人
材
バ
ン
ク
」
を
設
け
て
い
ま
す
。 

こ
の
人
材
バ
ン
ク
は
、
市
の
審
議
会
な
ど

の
委
員
選
考
や
、
講
演
会
・
研
修
会
の
講

師
選
び
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
登
録
者
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ

な
た
の
経
験
・
知
識
・
や
る
気
を
、
市
政

や
地
域
の
発
展
に
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
に
住
ん
で
い
る
、
働
い
て
い

る
、
学
ん
で
い
る
、
ま
た
は
市
内
の
団
体

に
所
属
し
て
い
る
女
性
で
、
市
政
に
関
心

や
意
欲
の
あ
る
人

分
野　
①
健
康
・
医
療
②
社
会
福
祉
・
介

護
③
子
ど
も
・
家
庭
④
文
化
・
芸
術
・
ス

ポ
ー
ツ
⑤
教
育
⑥
男
女
共
同
参
画
⑦
国
際

交
流
⑧
暮
ら
し
・
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
⑨

ま
ち
づ
く
り
・
地
域
活
動
⑩
都
市
計
画
・

防
災
⑪
農
業
・
工
業
⑫
観
光
・
経
済
⑬
そ

の
他

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
協
働
課
（
内
線
２
３

１
２
）

　
市
で
は
、
障
が
い
や
難
病
な
ど
に
よ
り

長
時
間
働
く
こ
と
が
難
し
い
人
と
、
人
手

を
必
要
と
す
る
企
業
を
つ
な
ぐ
「
超
短
時

間
雇
用
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
超
短
時
間
雇
用
と
は
、
週
20
時
間
未
満

の
働
き
方
で
す
。「
短
い
時
間
な
ら
働
け

そ
う
」
と
い
う
人
や
、「
短
時
間
で
も
働

い
て
く
れ
る
人
を
探
し
て
い
る
」
と
い
う

企
業
は
、
超
短
時
間
ワ
ー
ク
応
援
セ
ン

タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
超
短
時
間
ワ
ー
ク
応
援

セ
ン
タ
ー
☎
（
２
１
５
）
８
２
８
０

　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
、
環
境
に
も
家
計
に

も
や
さ
し
い
運
転
方
法
で
す
。「
ふ
ん
わ

り
ア
ク
セ
ル
」「
車
間
距
離
に
ゆ
と
り
を
」

「
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
チ
ェ
ッ
ク
」
の
3

つ
を
意
識
し
、
日
々
の
運
転
で
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課
（
内
線
２

１
２
２
）

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動

は
し
ま
電
子
図
書
館
を

お
試
し
く
だ
さ
い

女
性
人
材
バ
ン
ク

登
録
者
を
募
集

ID
1563

月
の

お
し
ら
せ

今月の休日窓口業務 11 月 8 日（日）・22 日（日）午前 8 時 45 分～正午（市民課・保険年金課・税務課・収納課）

税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

11 2026.11　広報はしま 2026.11　広報はしま 10ID
1000

市ホームページの【ページ IDから探す】に 4桁の記事 IDを入力して
検索すると、該当のページが確認できます。

税
・
料
の
納
付

ID
1187

宝
く
じ
助
成
金
で

備
品
を
整
備

ID
1631

国
民
年
金
保
険
料
の

控
除
証
明
書
を
送
付

ID
1310

岐
阜
羽
島
駅
前
駐
車
場

料
金
を
改
定
し
ま
す

ID
6982

ID
2829

11

「
虐
待
？
」
す
ぐ
相
談
を

ID
2826

住
民
税
の
納
付
は

特
別
徴
収
で

ID
1255

税
を
考
え
る
週
間

ID
4385

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
ID
3249

環
境
・
家
計
に
や
さ
し
い

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を

ID
5981

短
い
時
間
で
働
き
た
い
人
、

働
く
人
が
ほ
し
い
企
業
へ
ID
6810



 

不
二
竹
鼻
町
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー

公
共
施
設
等
検
討
委
員
会

●
資
格
＝
令
和
８
年
11
月
１
日
時

点
で
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
、

平
日
昼
間
の
会
議
に
参
加
で
き
、

他
の
付
属
機
関
等
の
委
員
・
市
議

会
議
員
・
市
職
員
で
な
い
人　
●

任
期
＝
令
和
９
年
２
月
１
日
～
11

年
１
月
31
日　
●
報
酬
＝
１
回
の

出
席
に
つ
き
６
０
０
０
円　
●
応

募
期
間
＝
11
月
９
日
～
30
日　
●

詳
し
く
は
、
総
合
政
策
課
（
内
線

２
３
４
３
）
へ

　
令
和
９
年
４
月
に
入
園
す
る
園

児
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
資
格
＝
市
内
在
住
の
３
歳
児

（
令
和
５
年
４
月
２
日
〜
６
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）、
４
歳
児
（
４

年
４
月
２
日
〜
５
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）、
５
歳
児
（
３
年
４
月

２
日
〜
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）　

●
人
員
＝
若
干
名　

●
詳
し
く

は
、
西
部
幼
稚
園
☎
（
３
９
２
）

６
２
８
１
へ

　
令
和
９
年
４
月
か
ら
の
放
課
後

児
童
教
室
利
用
申
請
受
け
付
け
を

開
始
し
ま
す
。
夏
季
休
業
期
間
等

の
利
用
申
請
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
請
方
法
＝
12
月
１
日
～
25
日

の
期
間
に
各
放
課
後
児
童
教
室
か

子
育
て
・
健
幸
課
へ
申
請
書
類
を

提
出　

●
詳
し
く
は
、
子
育
て
・

健
幸
課
（
内
線
２
５
２
２
）
へ

企
画
展
「
熊
谷
守
一
展
‒
墨
画
淡

彩
を
中
心
に
‒
」

　
熊
谷
守
一
が
手
が
け
た
日
本
画

を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

●
期
間
＝
11
月
23
日
㈪
ま
で

展
覧
会
ガ
イ
ド

　
学
芸
員
が
出
展
作
家
や
作
品
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

●
日
時
＝
11
月
14
日
㈯
午
後
1
時

30
分
～
2
時
30
分　
●
参
加
無
料

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
11
月
２
日
㈪
・
４
日

㈬
・
９
日
㈪
・
16
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
☎

（
３
９
３
）
０
９
５
１
へ

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

●
日
時
＝
11
月
５
日
㈭
・
19
日
㈭

午
前
10
時
30
分
～
正
午

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

●
日
時
＝
11
月
14
日
㈯
・
28
日
㈯

午
後
２
時
～
３
時

図
書
館
で
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

●
日
時
＝
11
月
１
日
㈰
・
15
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
４
時

東
海
テ
レ
ビ
の
音
読
ヒ
ロ
バ

●
日
時
＝
12
月
12
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
３
時　
●
講
師
＝
東
海
テ

レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
庄
野
俊
哉
氏　

●
定
員
＝
50
人
（
超
過
し
た
場

合
は
抽
選
）　

●
参
加
費
＝
無
料　

●
申
し
込
み
方
法

＝
11
月
29
日
㈰
ま

で
に
２
次
元
コ
ー

ド
か
ら
申
し
込
む

◇
開
館
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◇
休
館
日
＝
11
月
２
日
㈪
・
４
日

㈬
・
９
日
㈪
・
16
日
㈪
・
24
日
㈫
・

30
日
㈪
、
12
月
１
日
～
４
日

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
☎
（
３
９

２
）
２
２
７
０
へ

企
画
展
「
木
曽
川
流
域
の
生
態
系

～
国
の
天
然
記
念
物
イ
タ
セ
ン
パ

ラ
を
守
る
～
」

●
期
間
＝
12
月
13
日
㈰
ま
で

水
辺
の
生
き
物
に
つ
い
て
の
疑
問

に
答
え
ま
す

●
日
時
＝
11
月
８
日
㈰
午
前
９
時

30
分
～
正
午

優
秀
映
画
観
賞
会

●
日
時
＝
11
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

午
前
10
時
～
、
午
後
２
時
～　
●

上
映
作
品
＝（
午
前
）に
ご
り
え
、

（
午
後
）　
野
菊
の
如
き
君
な
り
き

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
墨
で
描
か

れ
た
十
二
支
の
い
き
も
の
達
展
」

●
期
間
＝
12
月
20
日
㈰
ま
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
は
じ
め
て
の

水
墨
画
体
験
～
ひ
つ
じ
を
描
く

～
」

●
日
時
＝
11
月
29
日
㈰
午
後
１
時

～
３
時　
●
参
加
費
＝
５
０
０
円

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料　
※
マ
イ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
参
観
は
無
料　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
11
月
２
日
㈪
・
４
日

㈬
・
９
日
㈪
・
16
日
㈪
・
24
日
㈫
・

30
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
同
資
料
館
☎
（
３

９
１
）
２
２
３
４
へ

　
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
雨
天
中
止
と
な
る
種
目

も
あ
り
ま
す
。

●
開
催
日
＝
11
月
15
日
㈰

は
し
ま
モ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

●
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
正
午

●
場
所
＝
羽
島
中
学
校　
●
種
目

＝
ボ
ッ
チ
ャ
、
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
、

ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
、ふ
ら
ば
～
る
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

は
し
ま
な
ご
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

●
時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午　
●

場
所
＝
竹
鼻
中
学
校　
●
種
目
＝

ボ
ッ
チ
ャ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

は
し
ま
南
部
ス
ポ
ー
ツ
村

●
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
正
午　

●
場
所
＝
桑
原
学
園　
●
種
目
＝

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、　
卓
球
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
走
り
の
教
室
、

野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
チ
ア
ビ
ク
ス

※
詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

（
内
線
６
１
３
8
）
へ

　
青
少
年
育
成
に
関
わ
る
活
動
報

告
や
各
種
表
彰
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
＝
11
月
15
日
㈰
午
後
１
時

～　
●
場
所
＝
不
二
羽
島
文
化
セ

ン
タ
ー　
●
詳
し
く
は
、
生
涯
学

習
課
（
内
線
６
１
３
４
）
へ

　
人
権
作
文
等
の
表
彰・発
表
と
、

講
演
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
＝
11
月
29
日
㈰
午
後
１
時

30
分
～
３
時
10
分　
●
場
所
＝
不

二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー　
●
講
師

＝
岐
阜
県
社
会
教
育
委
員　
山
本

真
紀
氏　
●
詳
し
く
は
、
生
涯
学

習
課
（
内
線
６
１
３
４
）
へ

催

し

 

図
書
館

　
シ
ニ
ア
世
代
の
「
食
べ
る
」
こ

と
の
大
切
さ
を
講
演
し
ま
す
。

●
日
時
＝
11
月
29
日
㈰
午
前
10
時

～
11
時
30
分　
●
場
所
＝
不
二
羽

島
文
化
セ
ン
タ
ー　
●
定
員
＝
２

０
０
人　
●
参
加
無
料　
●
申
し

込
み
方
法
＝
11
月

20
日
㈮
ま
で
に
２

次
元
コ
ー
ド
か
ら

申
し
込
む　
●
詳

し
く
は
、
高
齢
福
祉
課
（
内
線
２

５
５
６
）
へ

　
市
が
所
有
す
る
か
ん
ぽ
の
宿
跡

地
の
土
地
利
用
に
伴
い
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

と
、
桑
原
南
部
地
区
地
区
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時
＝
11
月
９
日
㈪
午
後
７
時

～　

●
場
所
＝
桑
原
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

●
詳
し
く
は
、

都
市
計
画
課
（
内
線
２
１
３
３
）

へ糖
尿
病
教
室
・
相
談
会

●
日
時
＝
11
月
９
日
㈪
午
後
２
時

～
３
時　
●
テ
ー
マ
＝
「
肥
満
と

糖
尿
病
」「
見
直
そ
う
食
事
、始
め

よ
う
運
動
」　

●
場
所
＝
市
民
病

院
診
療
棟
３
階
講
義
室　
●
参
加

無
料

糖
尿
病
教
室　

特
別
編
「
食
事
・

運
動
療
法
の
実
践
」

　
体
力
測
定
や
運
動
療
法
、
食
事

療
法
（
食
事
内
容
の
解
説
）、ク
イ

ズ
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
＝
11
月
14
日
㈯
午
前
11

時
～
午
後
２
時　

●
場
所
＝
市

民
病
院　

●
参
加
費
＝
会
員

1
0
0
0
円
、非
会
員
2
2
0
0

円（
当
日
入
会
可
）　
●
申
込
期
限

＝
11
月
６
日
㈮

※
申
し
込
み
・
詳
し
く
は
、
市
民

病
院
☎
（
3
9
3
）
0
1
1
1
へ

幼
児
向
け
英
語
遊
び

●
日
時
＝
11
月
19
日
㈭
午
前
10
時

30
分
～
11
時
15
分　
●
場
所
＝
資

源
物
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド　
●
定
員

＝
３
歳
ま
で
の
幼
児
と
そ
の
保
護

者
20
組　

●
参
加
料
＝
会
員
無

料
、
非
会
員
５
０
０
円

国
際
交
流
サ
ロ
ン
「
ス
リ
ラ
ン
カ

に
つ
い
て
学
ぼ
う
！
」

　
ス
リ
ラ
ン
カ
の
文
化
や
歴
史
を

紹
介
し
ま
す
。

●
日
時
＝
11
月
29
日
㈰
午
前
10
時

～
11
時　
●
場
所
＝
不
二
羽
島
文

化
セ
ン
タ
ー
３
０
１
会
議
室　
●

定
員
＝
30
人　
●
参
加
料
＝
会
員

無
料
、
非
会
員
１
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
国
際
交
流
協
会
事

務
局
（
市
民
協
働
課
内
・
内
線
２

３
１
２
）
へ

　
歯
と
口
の
健
康
を
学
び
ま
す
。

●
対
象
＝
65
歳
以
上
の
人
と
そ
の

支
援
者
（
要
予
約
）　

●
日
時
＝

11
月
26
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分　
●
場
所
＝
羽
島
市
役
所　

●
定
員
＝
先
着
30
人　
●
参
加
無

料　
●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
高
齢
福
祉
課
（
内
線
２
５
５

６
）
へ

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

●
受
験
資
格
＝
中
学
校
卒
業
（
見

込
み
を
含
む
）
で
17
歳
未
満
の
男

子　
●
受
付
期
間
＝
推
薦
：
11
月

27
日
㈮
ま
で
、
一
般
：
令
和
９
年

１
月
14
日
㈭
ま
で

２
等
陸
・
海
・
空
士
（
任
期
制
自

衛
官
）

●
受
験
資
格
＝
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
人　
●
受
付
期
間
＝
随
時

※
詳
し
く
は
、
２

次
元
コ
ー
ド
か
ら

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
＝

自
衛
隊
岐
阜
地
方
協
力
本
部 

☎

（
３
８
３
）
５
１
１
８
へ
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募

集

 

西
部
幼
稚
園
園
児 

二
次
募
集

 

歴
史
民
俗
資
料
館
・
映
画
資
料
館

ガイド
  月の11

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
広
場

 

公
募
委
員

 

放
課
後
児
童
教
室
の
利
用
者

 

人
権
を
考
え
る
会

 

青
少
年
健
全
育
成
県
民
大
会

標語・合言葉を募集
家庭や地域でのふれあいなど、青少年の育成に関する標語・合言葉を募家庭や地域でのふれあいなど、青少年の育成に関する標語・合言葉を募
集します。皆さんの伝えたい思いや提案、呼びかけの言葉など、感じた集します。皆さんの伝えたい思いや提案、呼びかけの言葉など、感じた
ことを言葉にしてみませんか。ことを言葉にしてみませんか。
令和 7 年度入賞作品（一部）令和 7 年度入賞作品（一部）　ありがとう　言って言われて　いい気持ち　ありがとう　言って言われて　いい気持ち
応募方法応募方法　右の応募フォーム（2次元コード）から応募する　右の応募フォーム（2次元コード）から応募する
募集期限募集期限　11月 30日（月）　11月 30日（月）
問い合わせ先問い合わせ先　生涯学習課（内線6134）　生涯学習課（内線6134）

ID
3257

 

市
民
病
院

 

国
際
交
流
協
会

 

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ

 

在
宅
医
療
・
介
護
の
市
民
講
座

 

都
市
計
画
説
明
会

そ
の
他

 

自
衛
官
等
募
集

「はかり」の定期検査を実施
取引・証明に使用する「はかり」は、2年に 1回の定期検査が必要です。取引・証明に使用する「はかり」は、2年に 1回の定期検査が必要です。
該当者は、はかりと手数料を持参し、受検してください。該当者は、はかりと手数料を持参し、受検してください。
日時・場所日時・場所　JA ぎふ羽島東支店＝ 12月 2日（水）午前 10時～午後 2時　JA ぎふ羽島東支店＝ 12月 2日（水）午前 10時～午後 2時
30分、3日（木）午前10時～正午30分、3日（木）午前10時～正午
JAぎふ正木支店＝12月 4日（金）・7日（月）午前10時～午後 2時 30分JAぎふ正木支店＝12月 4日（金）・7日（月）午前10時～午後 2時 30分
問い合わせ先問い合わせ先　商工観光課（内線2612）、　商工観光課（内線2612）、
	 　　　岐阜県計量検定所☎（254）8188	 　　　岐阜県計量検定所☎（254）8188



新団員を募集しています。小学生・中学生・高校生のための
合唱団で、当館を拠点に月２回程度（日曜日）、楽しく練習し
ています。合唱経験がない人も安心してご参加ください。（体
験・見学も行っていますのでお問い合わせください）
会費　1 カ月 2,000 円 
募集期間　随時受付
申込方法　文化センター事務室に直接申し込む
練習時間　午後4 時 30 分～ 6 時 30分（2時間）
練習日　11月 15日（日）・29日（日）、12月 13日（日）・20
日（日）、1 月 10 日（日）・17 日（日）、2 月 7 日（日）・14 日（
日）、3月 7日（日）・14日（日）

羽島市文化センター合唱団 Jr. 新団員募集

●相談は無料で、秘密は厳守します。
●場合により中止になることがあります。
●�裁判中や弁護士等に依頼済みの相談は、無料相
談の対象外です。

種別 相談日 時間
行政相談 12月3日 13：00~15：00

法律相談
（予約制） 12月9日・25日 13：00~15：00

交通事故相談 毎週火曜日 10：00~16：00

年金・社会保険
労働相談（予約制） 12月7日 13：00~16：00

心配ごと相談
（予約制） 11月 6日・20日 13：00~16：00

人権相談 11月12日 13：00~15：00

就業促進相談 毎週月・木曜日 13：00~15：00

登記・相続相談
（予約制） 12月2日、1月 6日 13：00~16：00

空き家相談
（予約制） 11月10日 13：30~16：30

不動産相談
（予約制） 12月16日 13：00~16：00

建築設計相談
（予約制） 11月25日 13：00~16：00

多重債務相談
（予約制） 12月15日 13：00~16：00

消費生活相談
（面談は予約制） 毎週月～金曜日 9：00~12：00

13：00~16：00

おみサポ・ぎふ
登録受付

毎週月～金曜日
※�事前にお問い合わせく
ださい

10：00~16：00

information+
相談ダイアリー 不二羽島文化センター

問い合わせ先
　不二羽島文化センター☎(393)2231

問い合わせ先　市民総合相談室（内線2532）

岐阜連携都市圏を知ろう！
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休館日　11月 4日 (水)・10日 (火)・17日 (火)・24日 (火)

同センター
ホームページ

今回は 北方町 を紹介

今年も「未来タウン北方ふれあいまつり」を開催します！
未来タウン北方ふれあいまつりは、北方町の産業が集結する秋
の一大イベントです。ステージでは、多彩なゲストによるパ
フォーマンスを楽しめるほか、地元商店などによる屋台グルメ
も大人気です。さらに、友好交流協定を結んでいる高知県宿毛
市のブースでは、現地の特産品が並びます。
まつりの最後には、毎年大好評の餅まきを行います（雨天時は
内容を変更する場合があります）。ぜひ最後までお楽しみくださ
い。
会場は、北方バスターミナルから徒歩 1分です。ぜひお誘い合
わせのうえ、お越しください。

日時　11月 8日（日）午前 9時 15分～午後 3時 30分
場所　北方町防災公園（北方町庁舎北）
問い合わせ先　北方町役場政策財政課☎（322）9936未来タウン北方ふれあいまつり



父：柳原健吾さん　母：祐香さん　〔正木町〕
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行事名【対象者】 期日等 受付時間 予約・詳細

乳幼児相談
【乳幼児】

11月 25日 (水)、
12月 9日 (水)

9：00～
11：30

相談のある人は
問い合わせ先へ
電話で申し込む

幼児食教室
【令和7年 8月・9月生まれ】

11月 17日 (火) 9：45～
10：00

健康相談 随時 9：00～
16：00 －

こころの相談 11月 30日 (月) 13：30～
15：30

胃・肺・
大腸がん検診
【40歳以上】

11月 27日（金）・
12月 11日（金）

9：00～
11：45

乳がん・
大腸がん検診

【40歳以上の女性】

11月 16日（月）、
12月 8日（火）
午前・午後

午前の部
9：10～
11：30
午後の部
13：10～
15：30

医
療
機
関
委
託

胃がん検診
【50歳以上】

令和 9年
2月 20日(土)まで

実施医療機
関の診療時
間内です。
詳細は 2次
元コードか
らご確認く
ださい。

大腸がん検診
【40歳以上】

子宮頸がん・
体がん検診

【20歳以上の女性】

診療時間
午前9時～午後2時

■人口 65,763 人（－ 432）・男 32,492 人・女 33,271 人
■世帯数 28,876 世帯（＋ 305） 令和 8年 10月 1日現在
※（　）は前年同月との比較
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問い合わせ先
子育て・健幸課（内線 5302）保健コーナー

母子健康手帳の交付 妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手
帳の交付を受けましょう。予約制となりますの
で必ず事前にご連絡ください。（所要時間40分）
予約先　子育て・健幸課（内線 5302）

期日 医療機関 (医科・歯科・薬局 )

11 月 1日
(日)

小川医院（下中町）
☎（398）3211

タカダ歯科（竹鼻町）
☎（394）1135

11月3日
(火)

小田内科（足近町）
☎（392）1225

高田歯科医院（竹鼻町）
☎（392）6482

11月8日
(日)

加地内科（足近町）
☎（392）6688

たなかファミリー歯科（正木町）
☎（392）1158

11月15日
(日)

河合胃腸科クリニック（竹鼻町）
☎（392）5118

棚橋歯科医院（竹鼻町）
☎（391）7231

マイはーと薬局（竹鼻町）
☎（394）0886

11月22日
(日)

かわむら内科胃腸科（舟橋町）
☎（392）2281

戸田歯科医院（竹鼻町）
☎（391）8354

スギ薬局舟橋店（舟橋町）
☎（394）3120

11月23日
(月)

丸の内クリニック（竹鼻町）
☎（393）0765

札場歯科医院（正木町）
☎（392）8868

11月29日
(日)

黒田医院（桑原町）
☎（398）8201

はま歯科医院（正木町）
☎（394）4662

※必ずマイナ保険証か資格確認書を持参してください。
※�事前に当番医に電話の上、受診してください。症状により
対応できない場合があります。その場合や時間外は、羽島
市民病院☎（393）0111の救急外来等に事前に電話の上、
受診してください。その際は選定療養費が別途必要になる
場合があります。「ぎふ救急ネット」にて受診可能な医療
機関も検索できます。

※�薬局は、休日当番医療機関が院外処方の場合に記載してい
ます。

※気象状況等により休診となることがあります。
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応募はコチラ

休日急病診療

※市内に住民登録がある人が対象で、事前に予約が必要です。
※�生活保護世帯の人はがん検診費用が無料のため、検診を受ける前に子育て・健幸課へ
ご連絡ください。

※�乳がん検診、子宮がん検診は、令和 7年度に受診していない人が対象です。また、令
和7年度に胃内視鏡検査を受けた人は、令和8年度の市の胃がん検診は受けられません。

月

父：前田寛さん　母：咲愛子さん　〔福寿町〕
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